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１ 

授業科目名：健康科学 授業形態：講義 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

教養科目 ・体育 

唐澤 優江 [実 務 経 験]高等学校教諭（保健体育）・舞踊家・ダンス教室講師 

ピラティスインストラクター・幼児運動指導者 

[研究テーマ]幼児体育・舞踊教育分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

日常生活においては、テレビやインターネットなどで健康に関する情報があふれており、国民の健

康への関心の深さをうかがうことができる。このような状況の中、高齢化社会を迎えているわが国に

おいて、個人の価値観や健康のとらえ方も多様化している。本講義では、客観的に状況を分析し、科

学的な健康づくりを学ぶことにより、自己の健康・体力づくりができるようになることを目的とする。 

授業の概要 

体力の保持増進は、老若男女を問わず、人生のすべての時期において大切な重要事項である。科学

的な健康づくりの方法を理解し、計画的に運動を実践し、生活習慣病にならないための理論と方法を

身につけることを目標に学習を進めていく。 

授業計画 

１．健康な生活設計：自己の健康管理について、喫煙・飲酒が及ぼす身体影響を考える① 

２．   〃   ：自己の健康管理について、喫煙・飲酒が及ぼす身体影響を考える② 

３．運動の基礎理論：トレ－ニング方法及び現代人の運動不足と健康管理について学ぶ① 

４．   〃   ：トレ－ニング方法及び現代人の運動不足と健康管理について学ぶ② 

５．運動生理学： 

運動が身体に及ぼす影響、運動と呼吸、運動と筋肉、運動と神経についての知識を高める① 

６．〃：運動が身体に及ぼす影響、運動と呼吸、運動と筋肉、運動と神経についての知識を高める② 

７．救命救急：救急処置についての知識と対処法、ＡＥＤの取扱い方を学ぶ① 

８． 〃  ：救急処置についての知識と対処法、ＡＥＤの取扱い方を学ぶ② 

９．運動処方： 

運動処方の内容について学ぶとともに、運動場面で多発している熱中症の対処法を学ぶ① 

10． 〃：運動処方の内容について学ぶとともに、運動場面で多発している熱中症の対処法を学ぶ② 

11．運動処方：ウォーミングアップとクーリングダウンについて学ぶ① 

12． 〃  ：ウォーミングアップとクーリングダウンについて学ぶ② 

13．健康日本21：「健康日本21」から自己の健康への課題を探る① 

14．  〃  ：「健康日本21」から自己の健康への課題を探る② 

15．生活と運動：自己のライフスタイルでの健康・体力づくりを学ぶ 

16．試験 

 

 

 

 

テキスト 

「健康科学」長谷川定宣／著（豊岡短期大学） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

特になし。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：スポーツ 授業形態：実技 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

教養科目 ・体育 

唐澤 優江 [実 務 経 験]高等学校教諭（保健体育）・舞踊家・ダンス教室講師 

ピラティスインストラクター・幼児運動指導者 

[研究テーマ]幼児体育・舞踊教育分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

中村 容一 [実 務 経 験]健康・体力づくり事業財団研究員 

[研究テーマ]健康教育・保育内容「健康」分野 

豊岡大学通信教育部教授・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ  

生涯にわたって運動やスポーツを自ら実践することができる能力を身に付けることを目的とする。

各種目に関する講義も適宜行い、健康と安全に留意しながら個人的・集団的スポーツを楽しむことが

できる作戦の立て方や審判の仕方、競技運営方法を学ぶ。各種のスポーツを仲間とともに技能面の上

達を図り楽しむことができ、自己の体力・健康の保持・増進を図ることができる。また、ニュースポ

ーツも体験・理解する。 

授業の概要 

生涯にわたって運動・スポーツを実践することが出来る能力を身に付けることを目的として、ゲー

ムを楽しむために必要な技術習得、ルールの理解を通し、チームワークの大切さ等、人間関係のあり

方についても学ぶ。 

授業計画 

１．ガイダンス 

２．バレーボール ①基本練習 

３．   〃   ②応用練習 

４．   〃   ③ゲーム・審判 

５．体づくり運動、エアロビクス運動、ダンス 

６．バドミントン ①基本練習 

７．   〃   ②シングルスのゲーム 

８．   〃   ③ダブルスのゲーム 

９．バスケットボール ①基本練習・応用練習 

10．   〃     ②ゲーム・審判 

11．卓球 ①基本練習 

12． 〃 ②シングルスのゲーム 

13． 〃 ③ダブルスのゲーム 

14．ニュースポーツを学ぶ（ティーボールなど） 

15．ウォーキングとその効果について 

16．試験 

 

※施設・用具の都合で実施できない場合は、他の種目に替える場合もあります。その際、個人的・集

団的スポーツをバランスよく取り扱います。 

テキスト 

「健康科学」長谷川定宣／著（豊岡短期大学） 

参考書・参考資料等 

特になし。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：憲法 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

教養科目 ・外国語、体育以外の科目 

今泉 圭介 [実 務 経 験]弁護士 

豊岡短期大学通信教育部非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

憲法は｢統治機構｣と｢人権｣の二つの部分から成る。この二つは相互に密接に結びついている。すな

わち、憲法は国民の人権を保障することに主眼があり、そのために権力分立を基本とする統治機構が

作られているのであり、権力分立に基づく統治機構は人権保障に奉仕する。国家権力の濫用が防止さ

れ、国民の権利・自由が保障されることで、｢人間の尊厳｣が保障される。さらに、憲法は国家という

基礎の上に成立し、平和が確保された状況で初めて機能する。憲法が我々の生活にどうかかわってい

るかを理解することが、この授業のテーマである。 

授業の概要 

憲法を学習することは、国民・個人の生命・自由・幸福の追求を学ぶことであり、より良き生活条

件、人間の尊厳を実現することである。すなわち、「人間」の幸福実現のために「国家」の存在の妥当

性を確認する。 

授業計画 

１．憲法と立憲主義･日本憲法史 

２．日本国憲法の構成と基本原理 

３．基本的人権の保障･包括的基本権と法の下の平等 

４．精神的自由権 

５．身体的自由権 

６．経済的自由権 

７．社会権 

８．参政権と国務請求権 

９．統治機構の基本原理 

10．国会と立法権 

11．内閣と行政権 

12．裁判所と司法権 

13．財政 

14．地方自治 

15．憲法改正 

16．試験 

 

 

 

 

 

テキスト 

「憲法」上田正一／著（豊岡短期大学） 

「保育と日本国憲法」橋本勇人／編集(みらい) 

参考書・参考資料等 

テキストに示されている資料の他 

「ポケット六法」「デイリー六法」「コンサイス六法」などの「六法」 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：情報リテラシーと処理技術 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

教養科目 ・外国語、体育以外の科目 

野口 孝之 [研究テーマ]情報教育分野 

      豊岡短期大学通信教育部非常勤講師 

姫路大学通信教育部課程常勤講師 

福田 翔平 [研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

皆川 龍吾 [研究テーマ]デジタルコンテンツと人間教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

情報システムの発展と役割について理解を深め、これからの情報化社会を生きる上で必要となる基

礎知識と技術を身に付ける。 

授業の概要 

テキスト教材を中心に情報システムの発展、コンピュータ（ハードウェア・ソフトウェア）、情報ネ

ットワークなどの仕組みについて理解を深める。また、演習を通じ、パソコンの基本操作、ワープロ

ソフトの基本操作、表計算ソフトの基本操作を学習する。 

授業計画 

１．情報化社会 

２．コンピュータの発展 

３．ハードウェア 

４．ソフトウェア 

５．情報ネットワーク 

６．インターネット 

７．情報システムの課題 

８．Windowsの基本操作 

９．文書作成の基本 ①書式設定・ページ設定 

10．文章のデジタル化 レポート制作① 

11．文章のデジタル化 レポート制作② 

12．表計算の基本 ①書式設定・計算式・関数 

13．文章のデジタル化 レポート制作③ 

14．文章のデジタル化 レポート制作④ 

15．プレゼンテーションの基本 

16．試験 

 

 

 

 

 

テキスト 

「情報リテラシーと処理技術」三木紘武／著（豊岡短期大学） 

参考書・参考資料等 

「情報セキュリティ10大脅威2021」https://www.ipa.go.jp/files/000088835.pdf 

(独立行政法人情報処理推進機構 2021/2/26現在) 

「標準教科書改訂新版よくわかる情報リテラシー」岡本敏雄／監修（技術評論社） 

「演習でまなぶ情報処理の基礎」鶴田陽和／編著（朝倉書店） 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 
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授業科目名：社会福祉論 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の本質・目的に関する科目 ・社会福祉 

太田 裕子 [実 務 経 験]特別支援学校教諭・日本語教師 

[研究テーマ]社会的養護・社会福祉・障害児保育・教育・学校教育・国語科分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

保育者の視点から、現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷及び、社会福祉におけるこども

家庭支援の視点、制度、方法などについて学ぶ。 

授業の概要 

社会の複雑化とともに私たちの生活スタイルは多様化し、社会福祉に求められるものも大きく変化

しつつある。本講義では、社会福祉の理念や制度の歴史的な変遷を整理し、社会福祉の実施体制につ

いて理解する。その上で現代社会における課題をもとに、これからの社会福祉と私たちの生活につい

て考える。 

授業計画 

１．社会福祉の理念：共生社会を目指して 

２．社会福祉の歴史的変遷：基礎構造改革への流れ 

３．こども家庭支援と社会福祉：日本で里親が根付かないのは 

４．社会福祉の制度と法体系：社会福祉事業法から社会福祉法へ 

５．社会福祉施設 

６．社会福祉の専門職 

７．社会保障と関連制度：こどもの貧困をどう守る 

８．相談援助の理念：当事者主体の推進 

９．相談援助の対象者：虐待をする大人、されたこども 

10．相談援助の方法：コーチング理論はどうして生まれたか 

11．相談援助の過程：評価への道のり 

12．情報提供・個人情報保護・第３者評価・苦情解決 

13．諸外国の動向：施設ゼロ宣言をした国 

14．在宅福祉、地域福祉の推進：ボランティア社会 

15．今後の福祉の在り方：福祉コミュニティづくり 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「社会福祉論」武田英樹／著（豊岡短期大学） 

「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

特になし。 

学生に対する評価 

 提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：社会的養護Ⅰ 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の本質・目的に関する科目 ・社会的養護Ⅰ 

小林 弘典 [実 務 経 験]児童養護施設長・児童指導員・家庭支援専門相談員 

授業の到達目標及びテーマ 

・現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解する。 

・こどもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本について理解する。 

・社会的養護の制度や実施体系等について理解する。 

・社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について理解する。 

・社会的養護の現状と課題について理解する。 

授業の概要 

現代社会における社会的養護の意義や歴史、法制度、実施体系等について学ぶ。そして現状と課題

について理解を深める。 

授業計画 

１．社会的養護の理念と概念 

２．社会的養護の歴史的変遷 

３．こどもの人権擁護と社会的養護 

４．社会的養護の基本原則 

５．社会的養護における保育士等の倫理と責任 

６．社会的養護の制度と法体系 

７．社会的養護の仕組みと実施体系 

８．社会的養護の対象 

９．家庭養護と施設養護 

10．社会的養護に関わる専門職 

11．社会的養護に関する社会的状況 

12．施設等の運営管理 

13．被措置児童等の虐待防止 

14．社会的養護と地域福祉 

15．保育現場における社会的養護の現状と課題 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「社会的養護」石田易司／著（豊岡短期大学） 

「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

特になし。 

学生に対する評価 

 提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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授業科目名：こどもの発達と家庭支援 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の対象の理解に関する科目 ・子ども家庭支援の心理学 

佐々木 將人 [実 務 経 験]臨床心理士 

[研究テーマ]心理学分野 

授業の到達目標及びテーマ 

生涯発達の観点から発達のプロセスや初期発達の重要性について理解し、保育との関連性について

考え、こどもの発達段階ごとの特徴と重視すべき課題について理解する。子育て家庭に関する現状と

課題を把握し、子育てを取り巻く社会的状況と課題について理解する。 

授業の概要 

生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、初期経験の重要性、発達課題について理解をす

る。さらに家庭、家族の意義や機能を理解し、子育て家庭をめぐる現代の社会的状況と課題について

理解する。 

授業計画 

１．乳児期の発達 

２．幼児期の発達 

３．学童期の発達 

４．青年期の発達 

５．成人期・中年期の発達 

６．老年期の発達 

７．家族・家庭の意義と機能 

８．親子関係・家族関係の理解 

９．子育ての経験と親としての育ち 

10．子育てを取り巻く社会的状況 

11．ライフコースと仕事・子育て 

12．多様な家庭とその理解 

13．特別な配慮を要する家庭 

14．こどもの生活・生育環境とその影響 

15．こどもの心の健康に関わる問題 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「こどもの発達と家庭支援」室谷雅美／著（豊岡短期大学） 

「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「子ども家庭支援の心理学」白川佳子・福丸由佳／編集（中央法規） 

学生に対する評価 

 提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



８ 

授業科目名：こどもの理解と相談支援 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の対象の理解に関する科目 ・こどもの理解と相談支援 

道徳、総合的な学習の時間等の 

指導法及び生徒指導、教育相談等に 

関する科目 

・幼児理解の理論及び方法 

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 

木村 祐介 [実 務 経 験]小学校教諭 

[研究テーマ]教育学分野  姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

こどもを理解するために、乳幼児の発達及び学びにその過程で生じるつまずき、その要因を把握す

るための原理について学ぶ。また、その対応の一つの幼児教育（保育）現場における相談支援を学ぶ。

より良い教育の方向を求めて指導助言ができる基礎理論と実際について理解する。 

授業の概要 

保育実践においてこども一人ひとりの心身の発達や学びを把握することの意義を理解し、こどもを 

理解するうえでの基本的な考え方、具体的方法について学び、それに基づく保育者の援助や態度の基

本について理解する。 

授業計画 

１．こどもの実態に応じた発達や学びの把握 

２．相談支援の基本 相談支援の基本・カウンセリングの基本（意義・理論）とカウンセリングの基

本的な方法（受容的態度と共感、傾聴） 

３．こどもを理解する視点 ①こどもの生活や遊び、保育の人的環境、こども相互の関わり、集団における経験 

４．こどもを理解する視点 ②葛藤やつまずき、保育環境の理解と構成、環境の変化や移行 

５．こどもを理解する方法 ①知能検査・発達検査・行動観察法、他 

６．こどもを理解する方法 ②観察・記録・省察・評価 

７．こどもを理解する方法 ③職員間の情報共有、保護者との情報共有 

８．こどもの自己理解を進める技法 こどもの自己表現と自己理解の発達 

９．幼児・こども理解とカウンセリング・マインド（実際のカウンセリングと教師の行う相談支援の

違いを理解する・教師の行う相談支援の理解を深める 

10．幼稚園・保育園における園児への心理的援助及びその保護者との相談支援 

11．小学校における児童への心理的援助及びその保護者との相談支援 

12．相談支援の実際 ①発達障害、知的障害、自閉・情緒障害、特別な配慮を要するこどもたち 

13．相談支援の実際 ②不登園・不登校、いじめ、虐待・非行と小・中学生の心理アセスメント 

14．相談支援と家庭・学校・地域との連携と相談支援（幼・小の連携、親との連携） 

15．相談支援の課題と対応（教育相談における校内支援体制、相談支援計画の作成） 

16．試験 

 

 

 

 

テキスト 

「こどもの理解と相談支援」稲田達也・大塚貴之・原田敬文・鈴木由美・原田増廣・室谷雅美／著（豊岡短期大学） 

「幼稚園教育要領解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「小学校学習指導要領」及び「小学校学習指導要領解説書」 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



９ 

授業科目名：保育内容総論 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育内容総論 

領域および保育内容の指導法に 

関する科目 

・領域に関する専門的事項 

・保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

大森 淳子 [実 務 経 験]ピアノ講師・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

岡田 ひろみ [実 務 経 験]保育士 

授業の到達目標及びテーマ 

保育所や幼稚園、認定こども園における「保育」の全体的構造について理解し、各領域の保育内容

を総合的にとらえる視点から、乳幼児期の発達過程、園での生活や遊び、保育計画、具体的な援助等

について保育の流れを概観し、保育実践と結びつけながら学ぶことを目的とする。 

授業の概要 

領域別の授業で学んだ内容を実際のこどもの姿や保育場面に結び付けて総合的に理解する。保育所

保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく保育内容の基本的理解

が深まるよう、具体的な実例をもとに解説する。 

授業計画 

１．保育の全体的構造 ①育みたい資質･能力の三つ

の柱と幼児期の終わりまでに育ってほしい10の

姿 

２．保育の全体的構造 ②領域の考え方と乳児保育の

領域 

３．保育内容の歴史的変遷 ①変遷にみる特徴 

４．   〃       ②変遷にみる課題 

５．養護と教育の一体的展開 ①養護的なかかわりと

教育的なかかわり 

６．乳幼児期にふさわしい生活と保育内容 ①乳幼児

にとっての園行事の意味と在り方 

７．乳幼児期にふさわしい生活と保育内容 ②保幼小

の円滑な連携 

８．生きる力の基礎をはぐくむ保育内容の展開 ①環

境を通して行う保育 

９．生きる力の基礎をはぐくむ保育内容の展開 

②遊びによる総合的な保育 

10．全体的な計画の作成と指導計画の作成 ①全

体的な計画の作成 

11. 全体的な計画の作成と指導計画の作成 ②

指導計画の作成手順と配慮 

12．保育の評価と保育の記録 ①幼児理解に基づ

く評価 

13．保育の評価と保育の記録 ②観察記録を書く

意味と幼児理解 

14．保育内容の現代的課題について ①子育て支

援 

15．保育内容の現代的課題について ②多文化共

生保育 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト「保育内容総論」栗岡あけみ・宿南久美子・和田真由美・位田かづ代／著（豊岡短期大学） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「３法令改訂（定）の要点とこれからの保育」無藤隆／著（チャイルド社） 

「３法令ガイドブック」無藤隆・汐見稔幸・砂上史子／著（フレーベル館） 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１０ 

授業科目名：指導法「リズム表現」 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の内容・方法に関する科目 ・こどもの指導法「リズム表現」 

領域および保育内容の指導法に 

関する科目 

・領域に関する専門的事項 

・保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

鈴木 純子 [実 務 経 験]日本リトミックセンターリトミック指導員 

豊岡短期大学通信教育部非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

保育内容を理解し、表現遊びを展開するために必要な知識や技術を表現領域から見出し、保育指導

法を修得していくことを目的とする。また、こどもの表現の指導援助者として、保育内で扱う教材に

ついて必要な知識も併せて習得する。表現に関する知識や保育技術の修得と、実践を通した感性や人

間力の育成を目指す。 

授業の概要 

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の領域「表現」のねら

いや内容の理解を深めるとともに、表現する喜びや楽しさを体験し、保育実践に関する知識を理解し

保育者として幼児の表現力を高めるための援助の仕方、指導法、技能を学ぶ。 

授業計画 

１．領域「表現」についての基本的な考え方 

２．基礎リズム ①基礎リズムパターンの理解と指導上の留意点 

３．  〃   ②幼児期の身体的・精神的発達をふまえた指導法の理解 

４．基本動作 ①幼児の心情・認識・思考及び動き等をふまえた基本動作の実践 

５． 〃   ②日常生活が表現につながる可能性に気づき、観察や模倣を通して幼児のイメージを豊かにする指導法の実践 

６．タブレット等の情報機器を用いた多様な振り付けの実践と理解 

①童謡やわらべうたについてタブレット等の情報機器や動作カードを活用した多様な振付の実践 

７．     〃      ②幼児の表現したい気持ちを育む指導法の実践 

８．楽器の製作と活用、製作した楽器を用いての指導案の作成 

①楽器の取り扱いと身近な素材を使ったオリジナル楽器の製作と活用 

９．     〃      ②指導案作成の基礎を理解し、オリジナル楽器を使った指導案の作成 

10．領域「表現」と小学校教科等のつながり 

①オノマトペ（擬態語・擬音語・擬声語）の表現方法について ②領域「表現」と小学校教科等とのつながり 

11．表現する力を育てるための保育者の役割と援助について、模擬保育の実践と振り返り 

①絵本のストーリーを取り入れた模擬保育の実践 

12．     〃      ②保育構想発展のための相互発表による振り返り 

13．リズム遊びを用いた模擬保育の実践と振り返り 

①幼児がもつ表現への意欲と喜びを育むリズム遊びの創作 

14．     〃      ②創作したリズム遊びを取り入れた模擬保育の実践 

15．     〃      ③保育構想発展のための相互発表による振り返り 

16．試験 

テキスト 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「１～５歳のかんたんリトミック」神原雅之／著（ナツメ社） 

「リズム＆ゲームにどっぷり！リトミック77選」神原雅之／編、井上恵理・菅沼邦子・小見英晴・有谷英彰／著（明治図書） 

「乳幼児のダンスABC」猪崎弥生・山田悠莉／著（一二三書房） 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１１ 

授業科目名：子育て支援 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：15H 

保育の内容・方法に関する科目 ・子育て支援 

湯浅 阿貴子 [実 務 経 験]幼稚園教諭 

[研究テーマ]保育内容・保育内容「人間関係」・発達障害児・発達心理分野 

豊岡短期大学通信教育部非常勤講師 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談・助言・情報提供・行動見本の提示等

の支援（保育相談支援）について、その特性と展開を具体的に理解し身につける。 

授業の概要 

保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談・助言・情報提供・行動提示等の支援

について理解し、様々な場面での支援の内容と方法及び技術を実践的に理解する。 

授業計画 

１．こどもの保育とともに行う保護者の支援 

２．日常的・継続的なかかわりを通じた保護者との相互理解と信頼関係の形成 

３．保護者や家庭のかかえる支援のニーズへの気づきと多面的な理解  

４．こども及び保護者の状況・状態の把握 

５．支援の計画と環境の構成 

６．支援の実践・記録・評価・カンファレンス 

７．職員間の連携・協働 

８．社会資源の活用と自治体・関係機関や専門職との連携・協働 

９．保育所等における支援 

10．地域の子育て家庭に対する支援 

11．障害のあるこども及びその家庭に対する支援 

12．特別な配慮を要するこども及びその家庭に対する支援 

13．こども虐待の予防と対応 

14．要保護児童等の家庭に対する支援 

15．多様な支援ニーズをかかえる子育て支援家庭の理解 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「子育て支援」（新・基本保育シリーズ）西村重稀・青井夕貴／編集（中央法規） 

「育つ・つながる 子育て支援 具体的な技術・態度を身につける32のリスト」 

子育て支援コンピテンシー研究会／編著（チャイルド本社） 

学生に対する評価 

 提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１２ 

授業科目名：教育方法論 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

保育の内容・方法に関する科目 ・教育方法論 

道徳、総合的な学習の時間等の 

指導法及び生徒指導、教育相談等に 

関する科目 

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

森嵜 正幸 [実 務 経 験]小学校教諭・保育士 

[研究テーマ]教育・教育方法・教育課程・保育内容「環境」・理科分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

授業の到達目標及びテーマ 

教育方法の定義、意義、守備範囲の概念についての基本的知識を習得し、教育目標、教育内容、評

価との関係性についての理解を深めるとともに、教育（保育）現場における様々な課題を解決する教

育（保育）方法とその活用についての理解を深め、保育者として必要な資質を培う。  

授業の概要 

教育方法とは何か。その定義と意義、守備範囲についての知識を習得したのちに、教育方法の歴史

的変遷を概観することをとおして、先人がどのような思想のもとに教育方法を展開してきたのかを考

察する。 

授業計画 

１．教育方法の定義・意義と守備範囲 

２．教育方法の歴史的展開 ①西欧の教育方法 

３．     〃     ②近・現代の教育方法 

４．     〃     ③日本の教育方法 

５．教育技術の革新と情報機器の活用 

６．教材・教具の理解と活用 

７．特色ある授業実践 

８．教育現場における授業技術 

９．授業分析と授業評価 

10．授業展開の構想 

11．幼児の理解と幼児教育(保育)の方法（生徒指導との関係も踏まえて） 

12．近代以降の幼児教育（保育）方法 

13．幼稚園教育要領と幼保連携型認定こども園教育・保育要領 

14．幼児教育（保育）内容と小学校の教育内容 

15．教育方法の課題と展望 

16．試験 

 

 

 

 

テキスト 

「教育方法論」稲田達也・大塚貴之・肥後耕生・原田敬文・芦田哲／著（豊岡短期大学） 

「幼稚園教育要領解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「小学校学習指導要領（解説書含む）」 

「幼児学用語集」小田豊・他／監修（北大路書房） 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１３ 

授業科目名：介護基礎Ⅰ 授業形態：講義 
単位：２単位 

授業時間数：30H 

介護職員初任者研修指定科目 

・職務の理解  ・介護の基本 

・介護におけるコミュニケーション 

・老化の理解  ・障害の理解 

栗山 智子 [実 務 経 験]社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員・生活相談員 

[研究テーマ]社会福祉・福祉マネジメント・発達心理学・介護分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

島田 麻実 [実 務 経 験]介護福祉士・看護師 

平山 麻理子 [実 務 経 験]管理栄養士 

荻根 文江 [実 務 経 験]看護師 

倉持 みどり [実 務 経 験]介護福祉士 

授業の到達目標及びテーマ 

超高齢社会の日本において、介護を必要とする高齢者や、障がい者のニーズが多様化している。そ

の中で、介護ニーズに、適切に対応できる知識・技能をもった者を養成することを目的とする。この

科目は、介護職員初任者研修の取得を目指し、職業倫理、福祉サービスの基本的理解、介護における

リスクマネジメントについて学習する。 

授業の概要 

職務の理解を経て、利用者の尊厳のある暮らしを支えるための基本的視点を学ぶ。また、施設サー

ビスや居宅サービスの特徴と役割や、介護保険制度、成年後見制度等、高齢者に関する様々な制度と

法令についても理解を深めていく。グループワークやロールプレイングも積極的に取り入れ、問題解

決学習がなされるようにする。 

授業計画 

１．職務の理解 多様なサービスの理解 

２．介護の基本 介護職の役割、専門性と多職種との連携 

３．介護・福祉サービスの理解と医療との連携    

４．医療との連携とリハビリテーション 

５．介護におけるコミュニケーション ①介護におけるコミュニケーション 

６．       〃        ②介護におけるチームのコミュニケーション 

７．老化の理解  ①老化に伴うこころとからだの変化と日常 

８．  〃    ②高齢者と健康 

９．  〃    ③老化の理解 

10．認知症の理解 ①認知症を取り巻く状況       

11．  〃    ②認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活 

12.   〃     ③家族への支援 

13. 障害の理解  ①障害の基礎的理解  

14．  〃    ②障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支援等の基礎的知識 

15．  〃    ③家族の心理、かかわり支援の理解、家族への支援 

16．試験 

 

テキスト 

「介護職員初任者研修テキスト」田中由紀子・他／著（ミネルヴァ書房） 

参考書・参考資料等 

必要に応じて資料を配付する。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１４ 

授業科目名：介護技術Ⅰ 授業形態：演習 
単位：１単位 

授業時間数：30H 

介護職員初任者研修指定科目 ・こころとからだのしくみと生活支援技術 

栗山 智子 [実 務 経 験]社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員・生活相談員 

[研究テーマ]社会福祉・福祉マネジメント・発達心理学・介護分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

島田 麻実 [実 務 経 験]介護福祉士・看護師 

平山 麻理子 [実 務 経 験]管理栄養士 

荻根 文江 [実 務 経 験]看護師 

倉持 みどり [実 務 経 験]介護福祉士 

授業の到達目標及びテーマ 

介護技術の根拠となる人体の構造や機能に関する知識を習得し、安全な介護サービスの提供方

法等を理解する。高齢になっても、尊厳を保持し、自立を尊重し、地域生活を支える為の介護技

術を習得する。 

授業の概要 

介護技術Ⅰでは、主に実技演習を通して、総合的な介護活動を行うための技術を習得する。その際、

スライドや人体骨格モデルを適宜使用し、科目の理解を深めるようにする。 

授業計画 

１．介護の基本的な考え方 法的根拠に基づく介護 

２．生活と家事 家事と生活の理解理論に基づく介護―ICFの視点に基づく生活支援― 

３．快適な居住環境整備と介護 ①快適な居住環境に関する基礎知識 

４．     〃       ②家事援助に関した基礎知識と生活支援 

５．整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

①整容に関する基礎知識 

６．     〃    ②整容の支援技術 

７．移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

①移動・移乗に関する基礎知識 

８．     〃    ②さまざまな移動・移乗に関する用具とその活用方法 

９．     〃    ③移動を阻害するこころとからだの要因の理解と支援方法 

10．     〃    ④移動と社会参加の留意点と支援 

11．     〃    ⑤心身機能の低下を防ぎ、生きる意欲を引き出す支援 

12．食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

①食事に関する基礎知識 

13．     〃    ②食事を阻害するこころとからだの要因の理解と支援方法 

14．排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

①排泄に関する基礎知識 

15．     〃    ②排泄を阻害するこころとからだの要因の理解と支援方法 

16．試験 

 

 

テキスト 

「介護職員初任者研修テキスト」田中由紀子・他／著（ミネルヴァ書房） 

参考書・参考資料等 

必要に応じて資料を配付する。 

学生に対する評価 

 出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１５ 

授業科目名：保育実技Ⅱ<幼児保育コース> 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：60H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育実技Ⅱ 

岡田 ひろみ [実 務 経 験]保育士 

松田 静佳 [実 務 経 験]幼稚園教諭・保育士 

授業の到達目標及びテーマ 

指導案をもとに保育が展開されることを知り、実際に模擬保育を体感する。その上で、指導案の書

き方の基礎について学ぶ。また、乳幼児の発達段階を踏まえた“遊び”について理解を深め、保育者

としての知識と技術を習得することを目標とする。 

授業の概要 

教育実習・保育実習・施設実習に向け、保育実技の向上を目指す。 

遊びの本質を理解し、各年齢のこどもとの関わり方、導入の仕方、保育の展開などについて学んで

いく。さらに造形表現の技法、各年齢に合わせた遊び、壁面制作等について学ぶ。 

授業計画 

１．授業オリエンテーション 

２．各種表現技法を用いた制作①                      作物栽培・収穫 

３．     〃      ② 

４．     〃      ③             パネルシアター製作 

５．０、１、２歳児の遊びの研究①              指導案作成 

６．     〃       ② 

７．３、４、５歳児の遊びの研究① 

８．     〃      ② 

９．グループ活動（壁面制作）①             

10．     〃  ② 

11．     〃  ③ 

12．教材研究：指導案作成①               

13．     〃    ② 

14．模擬保育① 

15． 〃  ② 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「あそびうた大全集200」細田淳子／著（永岡書店） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１６ 

授業科目名：保育実技Ⅱ<幼児スポーツコース> 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：60H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育実技Ⅱ 

皆川 龍吾 [実 務 経 験]幼稚園教諭・子ども身体運動発達指導士・幼児体育指導者 

授業の到達目標及びテーマ 

指導案をもとに保育が展開されることを知り、実際に模擬保育を体感する。その上で、指導案の書

き方の基礎について学ぶ。また、乳幼児の発達段階を踏まえた“遊び”について理解を深め、保育者

としての知識と技術を習得することを目標とする。 

授業の概要 

教育実習・保育実習・施設実習に向け、保育実技の向上を目指す。 

遊びの本質を理解し各年齢のこどもとの関わり方、導入の仕方、保育の展開などについて学んでい

く。スポーツを通じて相手を思いやる心等、からだの発達だけでなく、心の教育、人間形成を視野に

入れ、発育発達に適した運動遊びの提供と援助方法を身につける。 

授業計画 

１．授業オリエンテーション 

２．幼児の発育発達と運動遊びの関連                     作物栽培・収穫 

３．運動遊びにおける導入展開 

４．運動遊びの主活動の展開                                パネルシアター制作 

５．幼児のための基礎的な運動①                指導案作成 

６．     〃      ② 

７．グループ活動：遊具を使わない運動遊び 

８．グループ活動：遊具を用いた運動遊び 

９．グループ活動：壁面制作①       

10．     〃     ② 

11．     〃     ③ 

12．教材研究：指導案作成①               

13．     〃    ② 

14．模擬保育① 

15．  〃 ② 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「あそびうた大全集200」細田淳子／著（永岡書店） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

「０～５歳児の発達に合った 楽しい運動遊び」（ナツメ社） 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１７ 

授業科目名：保育実技Ⅱ<幼児音楽コース> 授業形態：演習 
単位：２単位 

授業時間数：60H 

保育の内容・方法に関する科目 ・保育実技Ⅱ 

押手 美加 [実 務 経 験]音楽教室講師・小学校教諭・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

授業の到達目標及びテーマ 

 指導案をもとに保育が展開されることを知り、実際に模擬保育を体感する。その上で、指導案の書

き方の基礎について学ぶ。また、乳幼児の発達段階を踏まえた“遊び”について理解を深め、保育者

としての知識と技術を習得することを目標とする。 

授業の概要 

教育実習・保育実習・施設実習に向け、保育実技の向上を目指す。 

遊びの本質を理解し各年齢のこどもとの関わり方、導入の仕方、保育の展開などについて学んでい

く。歌遊びや楽器遊び、教材作成等、音楽を通して、こどもの「心」を育むための保育を学ぶ。 

授業計画  

１．授業オリエンテーション 

２．グループ活動：歌遊び①                        作物栽培・収穫 

３．    〃     ②  

４．昔話と音楽                     パネルシアター制作  

５．楽器遊び研究 ①                    指導案作成 

６．  〃    ② 

７．指導案に基づく制作活動：手作り楽器① 

８．     〃                ② 

９．グループ活動：壁面制作①       

10．     〃     ② 

11．     〃     ③ 

12．教材研究：指導案作成① 

13．     〃    ② 

14．模擬保育① 

15．  〃 ② 

16．試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

「保育実習・教育実習の設定保育」片山紀子／編（朱鷺書房） 

「あそびうた大全集200」細田淳子／著（永岡書店） 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

参考書・参考資料等 

プリントなどを講義時に配布する。 

学生に対する評価。 

出席状況、受講態度、提出課題および試験等により総合的に評価する。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 



１８ 

授業科目名：音楽表現Ⅱ 授業形態：演習 
単位：３単位 

授業時間数：90H 

保育の内容・方法に関する科目 ・音楽表現Ⅱ 

大森 淳子 [実 務 経 験]ピアノ講師・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

豊岡短期大学・姫路大学通信教育課程非常勤講師 

倉田 照子 [実 務 経 験]ピアノ講師・小学校教諭・中学校教諭（音楽）・声楽家・ 

児童合唱団主宰 

[研究テーマ]音楽教育分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

重藤 清美 [実 務 経 験]ピアノ講師 

押手 美加 [実 務 経 験]音楽教室講師・小学校教諭・演奏家 

[研究テーマ]音楽教育分野 

柴野 玲子 [実 務 経 験]ピアノ講師 

関 義夫 [実 務 経 験]ピアノ講師 

[研究テーマ]音楽教育分野 

姫路大学通信教育課程非常勤講師 

佐藤 いづみ [実 務 経 験]幼稚園教諭 

塚田 規子 [実 務 経 験]ピアノ講師 

入江 亜矢子 [実 務 経 験]ピアノ講師 

授業の到達目標及びテーマ 

保育内容に沿って、こどもの音楽活動を援助し、こどもの成長過程における豊かな人格形成（情緒・

表現・鑑賞等）を育成することをテーマに学習する。保育内容を理解し、具体的な音楽表現が展開で

きる技術と音楽的知識の習得を目的とする。 

授業の概要 

保育者として必要な音楽の基礎知識を学び、簡単なこどもの歌の弾き歌いの実技指導を行う。ピア

ノと声楽の基本的な演奏技術や読譜力を養う。 

授業計画 

１．オリエンテーション ピアノ実技レッスン授業としてのガイダンス 

２．３．ピアノ曲とソルフェージュの継続的練習 （各自の課題に取り組む） 

４．５．６．ピアノ曲とソルフェージュの継続的練習、弾き歌いの練習（園生活のうた） 

７．８．９．ピアノ曲とソルフェージュの継続的練習、弾き歌いの練習（季節のうた） 

10．11．12．ピアノ曲とソルフェージュの継続的練習、弾き歌いの練習（行事のうた） 

13．ピアノ曲とソルフェージュの継続的練習、弾き歌いの練習（お互いの演奏を聴きあう） 

14．15．ピアノ曲とソルフェージュの復習 16．試験 

テキスト 

「こどもの指導法 音楽表現」 

西野洋子・茨木金吾・國光みどり・石川ますみ・田上栄美子・菅原峰子／著（豊岡短期大学） 

参考書・参考資料等 

「幼稚園教育要領解説」「保育所保育指針解説」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（フレーベル館） 

「日本の子どもの歌」全国大学音楽教育学会／編著（音楽之友社） 

「こどものうた200」小林美実／編（チャイルド社）弾き歌いプリントを授業時に配布する。 

学生に対する評価 

出席状況、授業態度、実技試験等の結果、各々の進度に見合った評価をする。 

積極的に取り組むこと。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 


